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小
特
集
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
思
う
こ
と
」
ア
マ
ビ
エ
か
ら
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
ま
で 
︱
﹁
疫
病
退
散
﹂
に
つ
い
て
の
お
守
り
た
ち
︱
姜
　
　
　
　
　
姍
二
○
二
○
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒
19
の
流
行
拡
大
は
、
世
界
を
灰
色
に
染
め
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
の
高
い
感
染
力
と
感
染
規
模
の
大
き
さ
、
そ
し
て
犠
牲
者
数
の
拡
大
に
よ
り
、
社
会
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
外
出
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
通
常
の
勤
務
や
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
人
々
に
更
な
る
心
理
的
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
こ
の
未
曾
有
の
事
態
に
、
江
戸
時
代
の
瓦
版
ア
マ
ビ
エ
が
、
日
本
国
内
で
再
度
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
商
店
や
企
業
が
、
祈
り
を
込
め
て
ア
マ
ビ
エ
の
図
柄
を
商
品
に
印
刷
し
、
そ
の
愛
ら
し
い
姿
は
、
図 1　 アマビエのお酒（本家松浦酒造の商
品広告：https://narutotai.jp/blog/?p= 
2596）
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人
々
の
灰
色
に
染
ま
っ
た
生
活
を
明
る
く
照
ら
す
、
一
条
の
光
と
な
り
ま
し
た
。
歴
史
上
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
が
、
小
規
模
な
感
染
症
か
ら
、
大
規
模
な
ペ
ス
ト
に
至
る
ま
で
、
数
々
の
疫
病
の
恐
怖
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
生
物
医
学
に
よ
っ
て
病
原
体
の
認
識
が
改
め
ら
れ
る
ま
で
、
未
知
な
る
伝
染
病
の
神
秘
性
は
、
人
々
の
豊
か
な
想
像
力
を
掻
き
立
て
て
き
ま
し
た
。
日
文
研
の
図
書
館
に
は
、
そ
う
い
っ
た
想
像
性
を
表
現
し
た
絵
画
資
料
が
、
た
く
さ
ん
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
国
立
博
物
館
所
蔵
の
永
禄
一
一
（
一
五
六
八
）
年
に
書
か
れ
た
『
針
聞
書
』
に
も
、
病
気
の
原
因
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
「
腹
の
虫
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
皆
、
目
に
見
え
な
い
病
気
の
原
因
に
対
す
る
日
本
人
の
豊
か
な
想
像
力
と
、
比
喩
的
な
芸
術
性
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
妖
怪
に
起
因
す
る
病
気
の
鎮
圧
を
、
神
に
祈
願
す
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。
疫
病
、
と
り
わ
け
ペ
ス
ト
の
爆
発
的
感
染
が
発
生
し
た
時
代
、
目
に
見
え
な
い
脅
威
に
直
面
し
た
人
々
は
、
想
像
の
世
界
で
神
の
守
護
を
求
め
る
他
に
、
為
す
術
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
守
護
神
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
格
化
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
で
信
仰
さ
れ
て
き
た
神
「
鍾
馗
（
シ
ョ
ウ
キ
）」
は
、
防
災
と
お
祓
い
を
司
図 2　 歌川芳虎「麻疹後の養生」（日文研宗田
文庫所蔵）
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る
神
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
文
研
図
書
館
宗
田
文
庫
所
蔵
の
、
歌
川
芳
虎
が
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
描
い
た
錦
絵
「
麻
疹
後
の
養
生
」
の
左
側
に
は
、
鍾
馗
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鍾
馗
神
は
、
麻
疹
の
原
因
と
な
っ
た
妖
怪
を
征
伐
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
い
く
つ
か
の
非
人
格
的
な
幻
獣
が
守
護
神
と
し
て
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
古
今
東
西
の
文
化
に
は
、
疫
病
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
幻
獣
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
幻
獣
は
、
概
ね
自
然
界
の
動
物
を
基
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
種
類
も
多
く
、
陸
、
海
、
空
の
三
種
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
疫
病
の
危
険
性
は
、
予
測
不
能
で
制
御
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
疫
病
と
幻
獣
の
関
係
性
は
二
種
類
に
大
別
で
き
ま
す
。
一
つ
は
予
知
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
防
衛
で
す
。
予
知
を
司
る
幻
獣
の
物
語
は
、
一
般
的
に
は
、「
そ
の
幻
獣
を
見
た
時
に
は
疫
病
が
ま
も
な
く
発
生
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
よ
っ
て
人
々
は
、
こ
の
種
の
幻
獣
に
感
謝
す
る
一
方
で
、
恐
れ
て
も
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
防
衛
を
司
る
幻
獣
は
、
人
間
を
感
染
か
ら
守
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
、
こ
の
信
仰
か
ら
お
守
り
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
図 3　 『新聞文庫・絵・肥後国海中の怪』（京都大学附属図書館
所蔵）
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今
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒
19
と
最
も
関
連
し
て
い
る
幻
獣
「
ア
マ
ビ
エ
」
は
、
幕
末
期
に
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
長
野
栄
俊
の
研
究
に
よ
る
と
、
年
代
の
確
認
で
き
る
最
古
の
ア
マ
ビ
エ
の
物
語
は
、
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
四
月
中
旬
の
摺
物
『
肥
後
国
海
中
の
怪
』
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ア
マ
ビ
エ
は
、
長
い
髪
と
無
毛
の
顔
、
独
特
な
形
の
目
と
耳
を
持
ち
、
胴
体
は
鱗
で
覆
わ
れ
、
先
が
三
つ
に
割
れ
た
足
ま
た
尾
ビ
レ
で
立
つ
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
か
れ
ま
し（一
）た
。 
ア
マ
ビ
エ
の
話
は
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
後
国
海
中
江
毎
夜
光
物
出
ル
。
所
之
役
人
行
見
る
ニ
、
づ
の
如
く
者
現
ス
。
私
ハ
海
中
ニ
住
、
ア
マ
ビ
ヱ
ト
申
者
也
。
當
年
よ
り
六
ヶ
年
之
間
、
諸
国
豊
作
也
。
併
、
病
流
行
、
早
々
私
ヲ
写
シ
人
々
ニ
見
せ
候
得
と
申
て
、
海
中
へ
入
け
り
。
右
ハ
写
シ
役
人
よ
り
江
戸
江
申
来
ル
写
也
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒
19
の
大
流
行
を
受
け
て
、
人
々
が
ア
マ
ビ
エ
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、
そ
の
図
柄
が
貼
ら
れ
た
商
品
が
販
売
さ
れ
た
こ
と
は
、
ア
マ
ビ
エ
に
あ
や
か
る
商
品
と
し
て
話
題
性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
た
め
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
水
中
の
ア
マ
ビ
エ
は
疫
病
の
予
言
者
で
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
水
中
に
潜
む
「
鬼
面
蟹
」
は
、
疫
病
を
退
散
図 4　 森光親「厄病除鬼面蟹写真」
（日文研所蔵）
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さ
せ
る
も
の
で
す
。
日
文
研
の
風
俗
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
、
森
光
親
が
描
い
た
「
厄
病
除
鬼
面
蟹
写
真
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
蟹
は
、
高
國
を
管
領
と
し
て
担
い
だ
浦
上
村
宗
の
臣
、
嶌
村
貴
則
が
合
戰
に
敗
れ
て
逆
浪
に
身
を
投
じ
た
後
、
霊
と
化
し
た
も
の
で
、
こ
の
蟹
の
殻
を
扉
や
窓
に
掛
け
る
と
、
疫
病
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‒
19
の
流
行
で
脚
光
を
浴
び
た
も
う
一
つ
の
幻
獣
は
、「
予
言
の
鳥
（
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
ア
マ
ビ
エ
に
比
べ
、
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
は
少
し
遅
れ
て
出
現
し
ま
し
た
。
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
『
暴
瀉
病
流
行
日
記
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
こ
の
鳥
は
安
政
四
年
一
二
月
に
加
賀
白
山
に
出
現
し
、
こ
の
よ
う
に
告
げ
ま
し
た
。
午
年
八
九
月
の
頃
、
世
の
人
九
分
通
死
す
。
我
姿
を
朝
夕
信
仰
す
る
者
は
難
を
免
る
と
豫
言
し
た
り
と
云
ふ
（
二
）
。
ア
マ
ビ
エ
と
ヨ
ゲ
ン
ノ
ト
リ
の
い
ず
れ
も
が
最
初
に
疫
病
の
発
生
を
予
言
し
、
続
い
て
信
仰
す
る
者
の
救
済
と
保
護
を
約
束
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
幻
獣
は
、
上
述
の
予
知
と
防
衛
の
二
種
類
の
役
割
を
、
同
時
に
担
う
お
守
り
で
あ
っ
た
の
で
す
。
図 5　 『「暴瀉病流行日記」部分・
ヨゲンノトリ』（山梨県立
博物館所蔵）（三）
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中
国
の
場
合
は
、
多
く
の
疫
病
に
纏
わ
る
幻
獣
を
『
山
海
経
』
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、『
山
海
経
』
の
「
東
山
経
」
に
は
箴
魚
や
潔
鈎
、
蜚
が
見
え
ま
す
。
ま
た
『
山
海
経
』
の
「
中
山
経
」
に
は
、
跂
踵
と
青
耕
、
三
足
鳖
や
㑦狷
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
潔
鈎
と
蜚
、
跂
踵
、
さ
ら
に
㑦狷
は
す
べ
て
、
目
撃
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
疫
病
が
発
生
す
る
と
さ
れ
た
予
言
的
な
幻
獣
で
す
。
潔
鈎
と
跂
踵
は
、
予
言
の
鳥
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
青
耕
は
特
別
な
疫
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
鳥
と
さ
れ
た
も
の
で
、
と
り
わ
け
強
い
霊
験
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
箴
魚
と
三
足
鳖
は
水
中
に
生
息
す
る
幻
獣
で
、
こ
れ
ら
を
食
べ
る
と
疫
病
に
感
染
す
る
こ
と
は
無
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
三
足
鳖
と
後
の
江
戸
時
代
の
ア
マ
ビ
エ
は
、
ど
ち
ら
も
三
本
足
の
水
生
動
物
で
す
。
偶
然
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
ら
か
の
文
化
的
な
影
響
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
世
界
史
の
観
点
に
立
つ
と
、
鳥
と
疾
病
は
非
常
に
深
淵
な
関
係
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
文
明
で
、
鳥
は
病
気
の
予
言
と
治
癒
の
シ
ン
ボ
ル
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
東
省
で
発
掘
さ
れ
た
東
漢
時
代
の
石
画
に
、「
扁
鵲
行
医
図
」
が
あ
り
ま
す
。
扁
鵲
様
は
古
代
中
国
の
有
名
な
医
師
で
、
こ
の
石
画
に
は
彼
の
針
灸
治
療
の
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
こ
で
扁
鵲
は
、
人
間
の
頭
と
鳥
の
体
を
持
っ
た
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
の
名
前
、
つ
ま
り
「
鵲
」
は
、
鳥
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ
の
石
画
は
、
古
代
中
国
の
鳥
の
図
像
が
持
つ
治
癒
力
へ
の
信
仰
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
図 6　東漢石画「扁鵲行医図」（曲阜孔子廟所蔵）
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上
記
の
予
言
と
疫
病
予
防
の
鳥
の
ほ
か
、『
山
海
経
』
に
は
、
人
間
を
災
害
か
ら
守
る
と
さ
れ
る
鳥
「
鵸
鵌
（
キ
イ
ト
ウ
）」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
説
に
よ
る
と
、
こ
の
鳥
は
「
御
凶
（
凶
邪
を
斥
け
る
力
）」
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
中
に
、
三
つ
頭
の
鵸
鵌
の
イ
メ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
韓
国
で
流
行
し
た
護
符
に
も
、
三
つ
頭
で
一
本
足
の
鷹
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
三
つ
頭
の
鵸
鵌
と
片
足
の
跂
踵
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
何
か
面
白
い
文
化
交
流
の
歴
史
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア
以
外
に
も
、
疫
病
に
対
す
る
防
御
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
鳥
が
使
わ
れ
て
い
る
地
域
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
も
有
名
な
の
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
黒
死
病
が
発
生
し
た
際
に
生
ま
れ
た
「
ペ
ス
ト
医
師
」
で
し
ょ
う
。
治
療
に
当
た
っ
た
医
師
は
、
自
分
を
保
護
す
る
た
め
に
特
別
な
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
た
。
マ
ス
ク
の
口
と
鼻
の
部
位
を
、
香
料
や
薬
草
な
ど
で
満
た
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
鳥
の
嘴
の
形
に
マ
ス
ク
を
製
造
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ス
ク
は
徐
々
に
、
黒
死
病
と
大
疫
病
の
恐
怖
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
技
術
の
進
歩
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
人
間
は
、
病
気
に
よ
る
苦
難
を
完
全
に
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
突
発
的
で
大
規
模
な
感
染
症
の
拡
大
に
対
し
て
、
一
般
の
民
衆
は
お
ろ
か
、
科
学
者
で
さ
え
も
、
自
身
の
無
力
さ
を
痛
感
し
、
絶
望
感
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
こ
と
を
免
れ
ま
せ
ん
。
世
界
の
行
く
末
は
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
未
知
数
を
含
み
、
不
確
図 7　 寺島良安『和漢三才図
会』の「鵸鵌」（『東洋
文庫』第 44巻［平凡社、
1987年］、347頁より）
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実
性
に
満
ち
て
い
ま
す
。「
疫
病
退
散
」
の
お
守
り
と
な
る
様
々
な
守
護
神
や
幻
獣
に
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
は
、
浮
世
を
生
き
る
人
々
の
心
の
支
え
と
慰
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
謝
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レ
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ん
に
も
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
（
北
京
大
学
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
来
研
究
員
）
注（一
） 
長
野
栄
俊
「
予
言
獣
ア
マ
ビ
コ
考
―
「
海
彦
」
を
て
が
か
り
に
」『
若
越
郷
土
研
究
』
第
四
九
巻
第
二
号
、
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、
二
〇
〇
五
年
、
一
―
三
〇
頁
。
（
二
） 
飯
島
茂
「
山
梨
縣
下
に
於
け
る
安
政
五
年
の
暴
瀉
病
流
行
日
記
市
川
文
書
に
就
い
て
」『
中
外
医
事
新
报
』
一
二
二
一
―
二
六
、二
八
二
頁
。
（
三
） 
山
梨
県
立
博
物
館
〝
か
い
じ
あ
む
〞
山
梨
県
笛
吹
市
御
坂
町
成
田1501-1
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